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「ビジョン 2020 解説」
図１に関連して



大学の研究基盤および図書館機能をめぐる
急速な変化とランダムに押し寄せる諸課題

大学への社会的ニーズの変化
大衆化と即効的な力量
若年層の減少、経営基盤
留学生受け入れ
研究スキームと人材の国際化
＊法人化、中期計画のもとで

電子的カタログ

情報化に対応した学術情報

電子ジャーナルをはじめとした
電子的コンテンツ

1980
年代
後半
から

2013 学位規則改正 (博士論文デジタル公開)

研究基盤とインパクト
電子ジャーナルの
維持可能性

コンスタントな作業
定期的な点検、指標
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若年層の減少、経営基盤
留学生受け入れ
研究スキームと人材の国際化
＊法人化、中期計画のもとで

電子的カタログ

情報化に対応した学術情報

電子ジャーナルをはじめとした
電子的コンテンツ

電子的な手段
をも活用した
学術発信

1980
年代
後半
から

2013 学位規則改正 (博士論文デジタル公開)

2015. 3  オープン・サイエンス (内閣府)

4  成果・データのオープン化 (京都大)

10 古典籍公開 (国文学研究資料館)

2014.春 オープン・ジャーナルの推進
夏 研究不正への対応
医学系を中心とする基準

⇒ 研究公正の指針
（学術会議・学術振興会）

研究基盤とインパクト
電子ジャーナルの
維持可能性

細分化される研究領域
包括的オープン・データ

新たな学修ニーズ
「知」の情報への
新世代の振舞い

コンスタントな作業
定期的な点検、指標

学協会ごとの特性に応じて学術的にローカル化される傾向でありながら、研究機関が
分野包括的に責任を委ねられ、そしてそれをリポジトリで果たそうという離れ業
しかし果たさなければ、国際的な学術展開のダイナミズムのなかでこの国の学術が取
り残されるおそれ
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絶えず変化し、
達成を目指し、

目標を産み出すことを
求められる時間軸

反復

繰り返しつつ、
向上しているようで

ありながら
同質的に繰り返される

時間意識

眼前に横たわる時間軸

2013 (G8: Open Science)
2014 (研究不正、倫理教育)

・2016 ・ ・ ・ 2020   2021 / 2022

第３期中期計画 第４期
ビジョン

反復し、循環するものとしての
時間意識

蔵書、コンテンツの収蔵
会計手続きとカタログ化
入れ替わるユーザーへの
定型的利用ガイダンス…
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蔵書、コンテンツの収蔵
会計手続きとカタログ化
入れ替わるユーザーへの
定型的利用ガイダンス…

近代初頭から

活版印刷と“科学革命”
俯瞰

観察者的視点を
内面化する時間了解

（近）未来型社会の
情報コミュニケーショ
ンと知のあり方へ
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Ⅱ 近代におけるいわゆる学術雑誌の誕生
オープンサイエンスへの遥かなる伏線

しばしば最初の academic journal と呼ばれる

Philosophical Transactions

医学系の雑誌として知られる The Lancet の創生期、それ
に先立つ18世紀の repository

編集者が圧倒的な才覚を発揮、掲載の論説ないし書簡はお
おむね無記名

人文学、社会科学の学術雑誌の登場は英語圏では遅く、書
物のほか review 誌が知の交換の媒体として機能



PHILOSOPHICAL 
TRANSACTIONS 1665 創刊
東京大学理学部物理学図書室所蔵

 16世紀以来の大陸における知の
革新（の兆し）、そのイングラ
ンド側からの応答としてのフラ
ンシス・ベーコン

 ＊「科学革命」(1950頃から)

 17世紀前半のイングランドの政
治状況：絶対王政から革命へ
（王権と議会、神の秩序と世俗
の秩序、教義をめぐるゼクテ、
これらの渦に巻き込まれながら
の「知」の揺らぎ）

 natural philosophy, natural 
history の研究基盤のため復古王
政のもとで Royal Academy 

を設立（1660年11-12月）、王
権からはある程度の独自性



PHILOSOPHICAL 

TRANSACTIONS
編纂上の特徴

 Journal ではなく Transactions

 創刊号 1664/5. 3. 6 で編者 Henry 

Oldenburg が注目する研究を紹介

 第２号 1665.4.3 以降は先立つ号に掲
載のトピックスへの応答、とくに
extract of a letter の形式が多い

 書簡による内容応答の速さ！

 大半は無記名（例外的に、書簡の差
出人を明示：ニュートンの事例）

 ＊ なお、フランスでは同じ年、

Académie des inscriptions et belles-
lettres (France)に関わって Le Journal 

des Sçavans 創刊

on the website of

the Royal Society – JSTOR 



光と色についてのニュートンの書簡 1671/72 年：差出人明記は例外的







THE LANCET
1823年創刊

千葉大学亥鼻分館所蔵

背景： ブリテンにおける医学振興、とくに外科の進歩と外科医の地位改善の課題

（新設の University of London を含め、病院における医者養成）

イングランドでは死刑囚を除き解剖は稀有（しばしばイタリアやオランダ
で修行）、19世紀に入って非公式に継続的な解剖の試み（死体の不足！）

19世紀前半における社会変容と改革（議会改革に続いて Anatomy Act)

記事： 外科医の連続講演、症例など、1830年にはカリキュラムと学費の調査報告



THE LANCET, VOL. 1 (1823)
1823年10月5日創刊、週刊の号を巻にまとめる

Web: internet Archive



THE LANCET, NOTICE TO CORRESPONDENTS

VOL. 1, NO. 2 (1823), P. 72; VOL. 1, NO. 36 (1823), P. 36



The LANCET, vol.1, no.1 (Sunday, October 5th, 1823), p.14

“To the editors of the London Medical Repository”



(補1) 18世紀の Repository - ECCO でのタイトル検索・598件ヒット







 18世紀のリポジトリ

 むろん web 掲載ではなく、
印刷体

 テーマを定めて編纂

 （他の雑誌からの収録など
の場合、版権の処理などは
定かではないが……）

 現代の、機関別リポジトリ
ではない目的別リポジトリ
の可能性を考えるうえでは、
ある種の先行例



1828

Web: MOMW (Nii-REO)

(補2) 解剖をめぐる議論の展開と解剖法 Anatomy Act, 1832

1832.6.6 没
1832.6.9 解剖

The Anatomy Act, 1832

2 & 3 Will. 4, c. 75.

An Act for regulating 

Schools of Anatomy.

1st August, 1832 



 手書き原稿、場合によっては公開をも想定
した書簡などの回覧

 これらを印刷に付したものとしての（やが
ては書き下ろしの）重厚な著作

 高い頻度で発刊される評論をまとめた著作

 説教、演説、台本などの書籍化

 著作に対して出され、しばしば自説開陳と
して書かれる review 誌掲載の論説

「知」の交換の
舞台としての

Transactions

専門「知」の
鍛錬と

社会的承認の
ための専門誌

目的を帯びた
「知」の
容れものと
しての

Repository

Humanities,

Moral 

Philosophy
の領域

学術雑誌に似た形態をとるのは、フランス、
ドイツなどが先行し、英語圏は遅い
Johns Hopkins の歴史・政治・経済を対象
にした雑誌 1880s

Ⅱ 近代におけるいわゆる学術雑誌の誕生



Ⅲ 知の進展、知の制度、知の革新と大学図書館



知のありかた

学問知

科学的な知、真理性

では、信仰は？

日常知 / 超絶知

常識、道徳、慣習

常識を超えて

知の生成現場

独立に⇒発表

個人として

集団として

コミュニケー

ションのなかで

分野を越境して

知の

イノベーション

手順節約型

展開

応用

領域塗り替え型

思わざる発見

Ⅲ 知の進展、知の制度、知の革新と大学図書館
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版権の保護へ

著作権、特許など
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多数者のやりとり

Web出版
私ごとの

webの公開化

印刷手段の
重層化

補助手段

カーボン
謄写版

ワープロ
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今後
は？
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開
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る
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図書館と
「知」の関わり合い
(ゆらぎ、過渡期？)

オープンにされる
データ、（アイデア）

蓄
え
ら
れ
る
知

ネットワーク型
コミュニケーションの
多角的双方向性

リポジトリ

飛び交い練られる
（時にさまよう） 知

「ビジョン 2020 解説」
図４に関連して



分野、手法およびデータの性質によるオープン化への異なる様相

•実験室型

実験室など単位集

団のなかでデータ

を確保

資金提供、特許と

の関係がしばしば

重要なファクター

•大量観察型

巨大装置依拠型

得られたデータを集積し

て、解釈の作業に加わる

•大きな共同研究のネット

ワーク、多くの執筆者

•異なる研究集団のあいだ

の協力（と駆け引き）

•解釈されるべき資

料そのものを共同

開発

•ネットワーク上に

公開し、関心を惹

き付ける

•作業へのヴォラン

タリーな参加を促

す

•Digital 

humanities の例

市民的な参加の
可能性も；

質を維持するためには工夫が重要

Cf. Transcribe Bentham

第３のパターン
Ex. 渡り鳥の移動観察

関心を呼ぶ文書の参加型解読
（国文学古典籍など）



オープン化に向けての留意点

 データの利用可能性

 収録されるべきメタ・データ

 データの容量、格納、データ
読み込みの将来的安定性

 データ利用のタイム・スパン

 目的別リポジトリとの併用

 受け皿としてのリポジトリ
の構造

 リポジトリに収録されるデー
タそのものの質に加えて、メ
タ・データとしての品質

 CiNii 方式を前提としたデー
タ搭載の作業の、現況の弱
点

[現状では]

・CiNii に提供のカタログ情報としては、雑誌名、
巻号、発刊年月が示されているものの、しばしば
この情報が不完全
・論文本体に掲載雑誌名、巻号、発刊年月などの
基礎データが欠けた PDF 掲載があまりにも多い
・そのため、論文の PDF をダウンロードしただけ
では、基礎的な情報が判らなくなる
・結果的には引用されない論文になってしまう

[今後のリポジトリの展開に向けて]
・いくつかの実施済みの大学図書館の事例に倣っ
て、リポジトリ掲載のすべての論文などの PDF 版
にカバー・ページを付して基礎情報の掲載を
・日本語書誌ではあっても、英文による基礎情報、
さらには abstract の提供も望まれる

[研究成果、研究データ公開の新段階に備えて]

・doi に沿った情報提供の構築を配慮
・リポジトリの掲載件数で満足するのではなく、
学術的に利活用されるためにはどのような情報を
提供することが重要か、周到な検討・工夫を！



オープン化に向けての留意点

データの利用可能性

 収録されるべきメタ・データ

 データの容量、格納、データ読
み込みの将来的安定性

 データ利用のタイム・スパン

 目的別リポジトリとの併用

受け皿としてのリポジトリ
の構造

 リポジトリに収録されるデータ
そのものの質に加えて、メタ・
データとしての品質

 CiNii 方式を前提としたデータ
搭載の作業の、現況の弱点

オープンによる派生的領域

 オープンにすることに伴って

 オープンな側からのデータの追
加が生じ得る ⇒その正確度

 オープンにされるデータと社会
的な意味

 人権・特許など権利との関係

 歴史的な文書の取扱い

 思わざる発見ではなく、思わ
ざる活用

 場合によっては悪用の危険
性、安全との関わり



図書館における学術情報収載の昨今：近未来は？

図書蔵書
カタログの

所蔵館自前作成

データ採録作業

作業を実地に
行なうなかで

データへの感覚が、
そしてまた

当該館の蔵書構成
についての嗅覚が

養われる

OPAC
現行段階

NACSIS Cat
CiNII を
与件

標準的データを活用

他機関の採録データを
CiNii を介して活用

効率化ではある……

Post - CiNii
段階は？

① 突入してからでは遅い

② 突入しない段階では、何が必要なのかよ
く判らない（と思いがち）……



図書館における学術情報収載の昨今：近未来は？

図書蔵書
カタログの

所蔵館自前作成

データ採録作業

作業を実地に
行なうなかで

データへの感覚が、
そしてまた

当該館の蔵書構成
についての嗅覚が

養われる

OPAC
現行段階

NACSIS Cat
CiNII を
与件

標準的データを活用

他機関の採録データを
CiNii を介して活用

効率化ではある……

Post - CiNii
段階は？

オープンサイエンス
オープンデータ段階

膨大に増えるデータ

ひとつひとつが
ユニーク

求められる
メタ・データも多様

① 突入してからでは遅い

② 突入しない段階では、何が必要なのかよ
く判らない（と思いがち）……

④ 留まっていたのでは
ますます出遅れる

⑤ かつての移行の時間感覚の
隔世遺伝を！

③ よく判らないと、留まる
発想になりがちだが…



Ⅳ オープンサイエンス、知の帰属、データの信頼性



無記名の知見

書簡から展開した

transactions

編集者の才覚

神の摂理と科学的
精神・実験的精神
との微妙な関係

信仰や社会的問題
との往反と緊張

ときに親密で、と
きにギルド的な
知のコミュニティ

近代初頭

それぞれに特徴が明確な

journal

投稿と referee

authorship の尊重
先着の知の優先権

データによる実証、引用
による典拠

21世紀初頭に顕著な事象
としてジャーナルのイン
パクト
学問の分野構成と研究機
関が存分に制度化したう
えでの国家的・国民的な
スキーム

従来型
おもに20世紀に展開

Ⅳ オープンサイエンス、知の帰属、データの信頼性

《近未来志向》

知の双方向型
コミュニケーション

を通じての
漸次的変化の可能性

《進行形の課題》

知の約束ごとを
めぐる揺らぎ

信頼性を取り戻す

現下の２層の射程



オープンサイエンス、知の帰属、データの信頼性

近代初頭
従来型

おもに20世紀に展開

《近未来志向》

知の双方向型
コミュニケーション

を通じての
漸次的変化の可能性

《進行形の課題》

知の約束ごとを
めぐる揺らぎ

信頼性を取り戻す

現下の２層の射程秘伝的 /

駆け引き的な
知の流儀から
創発的展開へ

知の主導権をめぐる
ストラテジー
（知的立国！）

The leader たらずとも

a leader で (A. Marshall)

どこに向けての / 向かう
オープンサイエンス？

さしあたり
21世紀前半



オープンサイエンス、知の帰属、データの信頼性

《近未来志向》

知の双方向型
コミュニケーション

を通じての
漸次的変化の可能性

《進行形の課題》

知の約束ごとを
めぐる揺らぎ

信頼性を取り戻す

現下の２層の射程

秘伝的 /

駆け引き的な
知の流儀から
創発的展開へ

知の主導権をめぐる
ストラテジー

知への信頼、そして
広く社会からの期待

不正への防波堤

”後ろ向きの”
オープンサイエンス

創発性にむけて

”前向きの”
オープンサイエンス



オープンサイエンス、知の帰属、データの信頼性

無記名の知見

書簡から展開した

transactions

編集者の才覚

神の摂理と科学的
精神・実験的精神
との微妙な関係

信仰や社会的問題
との往反と緊張

ときに親密でとき
にギルド的な知の
コミュニティ

近代初頭

それぞれに特徴が明
確な journal

投稿と referee

authorship の尊重
先着の知の優先権

データによる実証、
引用による典拠

21世紀初頭に顕著な
事象としてジャーナ
ルのインパクト
学問の分野構成と研
究機関が存分に制度
化したうえでの国家
的・国民的スキーム

オープンデータの活用の拡がり

ネットワークを介しての討論

オープンな討論を質として担保
する受け皿としてのリポジトリ

創造的領域の可能性

人工知能が知の形成にコミット
した場合

知の帰属と知の活用をめぐって
揺らぎが生じる可能性

双方向型コミュニケーション
による変化の可能性

従来型
おもに20世紀に展開



Ⅴ コミュニケーション様式の変化、
新たな振舞いの兆し、そして約束ごとの新たな基礎づけ



Ⅴ コミュニケーション様式の変化、
新たな振舞いの兆し、そして約束ごとの新たな基礎づけ

 最近の（という時間の取り方自体も問題たりうるのだろうが、その最近の）学
生の勉学・研究に向かう際の特徴的な変化

 さまざまな振舞い……。しかしこれが従来の約束ごとや普通の振舞いと異なるもの
だからといって、即座にはネガティヴであることを意味しない(かもしれない)

 正解志向型の学習を積み重ねてきた学生に対して、学習ないし研究には倫理的
基礎が必要であるということを、一体どのように根拠づけて説明しうるのか

 正解にたどり着けているかどうかは定かではないにしても、正解が一つあるという
想定のもとで学習を積んできた人々にとってみれば、たとえば、引用をしなければ
ならない理由は自明なものではなかろう

 やがては迎えるはずの、情報化の徹底のもとでの経験と教育をふんだんに踏ま
えた近未来の学生に対して、大学 / 大学図書館は何を提供しようとするのか
（単に電子的コンテンツの提供ではなく、利用サービスの使い勝手のよさでも
なく、これら便宜を超えて何を備えていくのか）



 新しいメディア、双方向に発信、逐次付け加わる情報

 組み合わされ、加工される情報

 限定的な発信者という従来の壁を超える、創造的な舞台の可能性

変化するメディア、新たな感覚の世代、塗り替わる学習スタイル
しかし変わらず備えるべきものとして横たわる、「知」の基礎力量

学習に固有の倫理領域を、模索し説明する必要性

 情報の出所の不明確さが増幅、伝聞と風説の危うさ、悪用の危険
 オリジナリティの侵害のおそれ

最近半世紀の段階的・波状的変化
一家に１台の電話の達成から、一人に１台以上の、しかも持ち歩く端末へ

書物に加えて、電波を介して送りつけられ受け取る情報から、発信する情報へ
特定の相手とのコミュニケーションから、不特定の潜在的受信者に向けての発信へ
発信の匿名性、攻撃性から (部分的に）実名性へ、新たなコミュニティの可能性

カジュアルな雑感と不分明に語られる学問的な知識（のようなもの）
Web 媒体が、然るべき「知」の最新版を提供しうる回路としても機能

(知の提供と利用をめぐる問題圏)



継承されるべき知
提供されるべき創造の場
守られるべき約束ごと

移ろいゆく文化
変わりゆく振る舞い
塗りかわるニーズ

さまざまな工夫

新しい標語の
ある種の土着化
日本的展開

グローバルな/学術的な
スタンダードな
約束ごと

研究倫理

約束ごとそれ自体を
必要とする（道徳的な）根拠を

いかに示しうるのか？

Academic 

Integrity
それ自体の

価値的掘り下げ

研究倫理の
規則的実行と価値的根拠づけ、価値の文化的コンテクスト



規則的実行の
基準としての
研究倫理教育

価値的領域
としての
研究倫理 検討されるべき

事柄としての

……

研究倫理と類似してい
る面があるにしても、
固有に示されるべき

学習倫理の領域



研究面： 基盤としての研究トゥール、電子的な情報の集積
場合によっては、研究の質を保証するためのサポートも
（いくつかの大学では、論文チェック機能のトゥールを配置）

学習面： ラーニング・コモンズ、アドヴァイザーなど、新しい機能
正解があることを前提の勉強からの切り替え (ミニ研究倫理
ではなく）学習面での約束ごとにどのように導くか

従来：図書集積と利用・貸出のために、便宜と場所の提供

「知の支え」としての大学図書館の可能性



信頼しうる「知」の集積を提供すべき役割として期待されている(たぶん)

分野(組織)の違いを超え、研究者と学生の両面を見据え得る立場
ある種の curator 的な役割を

今後に向けて、メディアとその利用のあり方の変化を意味づけるに
当たって、20世紀型として定着した常識をも相対化しうる思考

研究面： 基盤としての研究トゥール、電子的な情報の集積
場合によっては、研究の質を保証するためのサポートも
（いくつかの大学では、論文チェック機能のトゥールを配置）

学習面： ラーニング・コモンズ、アドヴァイザーなど、新しい機能
正解があることを前提の勉強からの切り替え (ミニ研究倫理
ではなく）学習面での約束ごとにどのように導くか

従来：図書集積と利用・貸出のために、便宜と場所の提供

「知の支え」としての大学図書館の可能性

2020に到達ではなく、2020においてどのように先を見透すこと
ができるようになるか いわば図書館の未来志向的な自画像を！


